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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車に装着されて使用されるときには、円弧状に湾曲した形状を有するように製造さ
れるワイパーブレードを包装するための包装容器として、
　前記ワイパーブレードを収容可能な収容部が形成されている下部ケースと、
　前記下部ケースを覆って前記収容部を密閉する上部ケースと、
　前記ワイパーブレードが直線状を維持しながら前記下部ケースの収容部に収容されるよ
うに、前記収容部内に形成される複数の固定突起と、
　を含み、
　前記ワイパーブレードは、自動車のガラス面に密着するゴム材質のワイパーストリップ
と、前記ワイパーストリップが装着されるフレームと、前記フレームを自動車のワイパー
アームに連結するためのアダプターと、を含み、
　前記下部ケースは、前記アダプターと結合され、前記アダプターを前記収容部内に維持
させるための結合突起を含み、
　前記結合突起は、前記アダプターを支持できるように前記収容部の底から突出されるベ
ース部と、前記ベース部から突出され、前記アダプターに形成された結合穴に嵌め込まれ
る突出部と、を含むことを特徴とするワイパーブレードの包装容器。
【請求項２】
　前記固定突起は、包装時に前記フレームの一側表面に当接するように前記収容部内で突
出形成される一つ以上の第１固定突起と、包装時に前記フレームの他側表面に当接するよ
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うに前記収容部内で突出形成される一つ以上の第２固定突起と、を含み、前記第１固定突
起と前記第２固定突起は、前記フレームを同時に反対方向で支持することで、前記下部ケ
ースに収容された前記フレームが直線状を維持できるようにすることを特徴とする、請求
項１に記載のワイパーブレードの包装容器。
【請求項３】
　前記第１固定突起は、前記フレームの中央部分で前記フレームの上部表面に当接可能な
位置に形成され、前記第２固定突起は、前記フレームの両側末端部分で前記フレームの下
部表面及び端面に当接可能な位置に形成されることを特徴とする、請求項２に記載のワイ
パーブレードの包装容器。
【請求項４】
　前記第２固定突起は、前記フレームの下部表面と端面が一緒に当接するように折り曲げ
られた形状の折曲部と、前記折曲部のエッジに形成され、前記フレームの末端が弾性的に
結合される凹溝部と、を含むことを特徴とする、請求項２に記載のワイパーブレードの包
装容器。
【請求項５】
　前記固定突起は、前記第１固定突起と協力しながら前記フレームを嵌め込んで固定でき
るように、前記フレームを中心にして前記第１固定突起の反対側に形成される第３固定突
起をさらに含むことを特徴とする、請求項２に記載のワイパーブレードの包装容器。
【請求項６】
　前記結合突起は、前記アダプターとの結合状態を維持できるように、前記突出部の末端
に環状に突出形成される環状凸部をさらに含むことを特徴とする、請求項１に記載のワイ
パーブレードの包装容器。
【請求項７】
　前記結合突起は、前記ベース部と前記突出部との連結部分で前記突出部の周囲の前記ベ
ース部が陥没されてなる環状凹部をさらに含むことを特徴とする、請求項１に記載のワイ
パーブレードの包装容器。
【請求項８】
　前記下部ケースは、前記収容部の上端から水平方向に延長されるフランジ部と、前記フ
ランジ部上に形成される一つ以上の第１凹凸部と、を含み、前記上部ケースは、前記第１
凹凸部に相応する形状の第２凹凸部を含み、前記第１凹凸部と前記第２凹凸部との間の結
合を通して前記下部ケースと前記上部ケースとが互いに組み立てられることを特徴とする
、請求項１に記載のワイパーブレードの包装容器。
【請求項９】
　前記上部ケースは、前記下部ケースの一側に一体に連結され、前記上部ケースが旋回す
ることで、前記上部ケースと前記下部ケースとが互いに結合されることを特徴とする、請
求項１に記載のワイパーブレードの包装容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ワイパーブレードを包装するための包装容器に関するもので、より詳細には
、包装されたワイパーブレードが容器内部の固定手段によって固定状態を維持することで
、製品の損傷を防止すると同時に、体積を最小化し、大容量包装に適した形状に製造した
ワイパーブレードの包装容器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、自動車には、大気中の埃または気象状態によって前方ガラス面が汚れ、視野
がぼやけることを防止するために、前方ガラス面を拭くワイパーブレードが設置される。
前記ワイパーブレードは、ガラス面との密着状態で所定角度に回動しながら前方ガラス面
を拭き、安全運転のための運転手の視界を確保することができる。
【０００３】
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　上述したワイパーブレードは、持続的な使用によってゴムストリップ部分が劣化し、密
着または洗浄力が低下する場合、周期的または非周期的に取り替える必要がある。したが
って、このようなワイパーブレードは別途に販売されており、使用者は、販売されている
ワイパーブレードのうち自身の車両に適したワイパーブレードを購買し、直接取り替えて
使用している。
【０００４】
　一方、自動車の前方ガラス面が曲面を有しており、ワイパーブレードがこの前方ガラス
面との密着状態を維持すべきであるので、ワイパーブレードも湾曲状を有するように製造
する必要がある。
【０００５】
　しかしながら、ワイパーブレードの湾曲状に合わせて湾曲状の包装容器を製作する場合
には、ワイパーブレードに過度の外力が加えられないので、製品の保護が容易であるが、
包装容器の体積が大きくなり、複数の包装容器を大型の包装ボックスに再び包装するとき
、包装空間を多く占めるようになり、運搬及び流通費用が過多に消耗されるという問題が
ある。
【０００６】
　上記のような問題を解消するために矩形状（すなわち、長方形状）の包装容器を使用す
る場合には、包装容器の体積を最小化することができ、運搬及び流通費用を節減すること
はできるが、湾曲状を維持しようとするワイパーブレードの弾性によって、ワイパーブレ
ードの両側末端のゴムストリップ部分が包装容器の内部表面に当接して加圧されながら、
製品に損傷が生じる憂いがある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記のような従来の問題点を解決するための本発明は、包装されたワイパーブレードが
容器内部の固定手段によって固定状態を維持することで、製品の損傷を防止すると同時に
、体積を最小化し、大容量包装に適した形状に製造したワイパーブレードの包装容器を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するための本発明によると、自動車に装着されて使用されるときには
、円弧状に湾曲した形状を有するように製造されるワイパーブレードを包装するための包
装容器として、前記ワイパーブレードを収容可能な収容部が形成されている下部ケースと
、前記下部ケースを覆って前記収容部を密閉する上部ケースと、前記ワイパーブレードが
直線状を維持しながら前記下部ケースの収容部に収容されるように、前記収容部内に形成
される複数の固定突起とを含むことを特徴とするワイパーブレードの包装容器が提供され
る。
【０００９】
　前記ワイパーブレードは、自動車のガラス面に密着するゴム材質のワイパーストリップ
と、前記ワイパーストリップが装着されるフレームと、前記フレームを自動車のワイパー
アームに連結するためのアダプターとを含み、前記下部ケースは、前記アダプターと結合
され、前記アダプターを前記収容部内に維持させるための結合突起を含むことが好ましい
。
【００１０】
　前記固定突起は、包装時に前記フレームの一側表面に当接するように前記収容部内で突
出形成される一つ以上の第１固定突起と、包装時に前記フレームの他側表面に当接するよ
うに前記収容部内で突出形成される一つ以上の第２固定突起と、を含み、前記第１固定突
起と前記第２固定突起は、前記フレームを同時に反対方向で支持することで、前記下部ケ
ースに収容された前記フレームが直線状を維持できるようにすることが好ましい。
【００１１】
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　前記第１固定突起は、前記フレームの中央部分で前記フレームの上部表面に当接可能な
位置に形成され、前記第２固定突起は、前記フレームの両側末端部分で前記フレームの下
部表面及び端面に当接可能な位置に形成されることが好ましい。
【００１２】
　前記第２固定突起は、前記フレームの下部表面と端面が一緒に当接するように折り曲げ
られた形状の折曲部と、前記折曲部のエッジに形成され、前記フレームの末端が弾性的に
結合される凹溝部とを含むことが好ましい。
【００１３】
　前記固定突起は、前記第１固定突起と協力しながら前記フレームを嵌め込んで固定でき
るように、前記フレームを中心に前記第１固定突起の反対側に形成される第３固定突起を
さらに含むことが好ましい。
【００１４】
　前記結合突起は、前記アダプターを支持できるように前記収容部の底から突出されるベ
ース部と、前記ベース部から突出され、前記アダプターに形成された結合穴に嵌め込まれ
る突出部とを含むことが好ましい。
【００１５】
　前記結合突起は、前記アダプターとの結合状態を維持できるように、前記突出部の末端
に環状に突出形成される環状凸部をさらに含むことが好ましい。
【００１６】
　前記結合突起は、前記ベース部と前記突出部との連結部分で前記突出部の周囲の前記ベ
ース部が陥没されてなる環状凹部をさらに含むことが好ましい。
【００１７】
　前記下部ケースは、前記収容部の上端から水平方向に延長されるフランジ部と、前記フ
ランジ部上に形成される一つ以上の第１凹凸部と、を含み、前記上部ケースは、前記第１
凹凸部に相応する形状の第２凹凸部を含み、前記第１凹凸部と前記第２凹凸部との間の結
合を通して前記下部ケースと前記上部ケースとが互いに組み立てられることが好ましい。
【００１８】
　前記上部ケースは、前記下部ケースの一側に一体に連結され、前記上部ケースが旋回す
ることで、前記上部ケースと前記下部ケースとが互いに結合されることが好ましい。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によると、包装されたワイパーブレードが容器内部の固定手段によって固定状態
を維持することで、製品の損傷を防止すると同時に、体積を最小化し、大容量包装に適し
た形状に製造したワイパーブレードの包装容器を提供することができる。
【００２０】
　また、本発明に係るワイパーブレードの包装容器によると、生産されて包装されたワイ
パーブレードに損傷を与えないとともに、体積を最小化することができ、製品の保管及び
流通に要される費用を節減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明に係るワイパーブレードの包装容器を示す分離斜視図である。
【図２】本発明に係るワイパーブレードの包装容器を示す平面図であり、（ａ）は、ワイ
パーブレードが包装された状態を示す平面図で、（ｂ）は、ワイパーブレードが除去され
た状態の下部ケースを示す平面図である。
【図３】本発明に係るワイパーブレードの包装容器に含まれた下部ケースを示す横断面図
であり、（ａ）は、図２（ｂ）のＡ－Ａ線断面図で、（ｂ）は、図２（ｂ）のＢ－Ｂ線断
面図で、（ｃ）は、図２（ｂ）のＣ－Ｃ線断面図で、（ｄ）は、図２（ｂ）のＤ－Ｄ線断
面図である。
【図４】図２（ｂ）のＥ－Ｅ線に沿う本発明に係るワイパーブレードの包装容器の下部ケ
ースを示す縦断面図である。
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【図５】本発明に係るワイパーブレードの包装容器の下部ケースとワイパーブレードの末
端との間の結合を説明するための主要部を示す平面図である。
【図６】本発明に係るワイパーブレードの包装容器の下部ケースとワイパーブレードとの
結合を説明するための主要部を示す縦断面図である。
【図７】本発明に係るワイパーブレードの包装容器の下部ケースとワイパーブレードとの
結合を説明するための横断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明の好適な実施例に係るワイパーブレードの包装容器を、図面を参照して詳
細に説明する。
【００２３】
　図１及び図２に示すように、本発明に係るワイパーブレードの包装容器は、包装される
ワイパーブレード１０を収容可能な収容部２１が形成されている下部ケース２０と、この
下部ケース２０を覆って収容部２１を密閉する上部ケース３０とを含む。
【００２４】
　ワイパーブレード１０は、自動車のガラス面に密着するゴム材質のワイパーストリップ
１１と、このワイパーストリップ１１が装着されており、ワイパーストリップ１１がガラ
ス面に密着するように弾性を有する材質からなるフレーム１２と、このフレーム１２を自
動車のワイパーアームに連結するためのアダプター１３とを含む。
【００２５】
　図２は、ワイパーブレード１０が直線状を有する場合を示しているが、これは図示の便
宜のためのもので、外力が加えられない限り、ワイパーブレード１０は自動車の湾曲した
ガラス面に密着するように湾曲状を有する。
【００２６】
　ワイパーブレード１０の形状は、フレーム１２の弾性によって湾曲した状態に維持され
、本発明の包装容器は、フレーム１２を有するワイパーブレード１０を包装するために使
用されることが好ましい。
【００２７】
　下部ケース２０に形成された収容部２１の内部には、ワイパーブレード１０のフレーム
１２が真っ直ぐに伸びた直線状態で包装されるように固定するための複数の第１固定突起
２２及び第２固定突起２３が突出形成される。
【００２８】
　第１固定突起２２は、フレーム１２の上部表面（本明細書において、"上部"とは、フレ
ーム１２に設置されたアダプター１３が突出される方向を意味する。）に当接し、第２固
定突起２３は、フレーム１２の下部表面（本明細書において、"下部"とは、フレーム１２
に設置されたアダプター１３が突出される方向の反対方向を意味する。）に当接する。そ
れによって、第１固定突起２２及び第２固定突起２３は、フレーム１２の上下部を同時に
反対方向で支持することができ、下部ケース２０に収容されたフレーム１２が直線状を維
持できるようにする。
【００２９】
　また、図２に示すように、第１固定突起２２は、アダプター１３の周囲、すなわち、フ
レーム１２の中央部分でフレーム１２の上部表面に当接可能な位置に形成され、第２固定
突起２３は、フレーム１２の両側末端部分でフレーム１２の下部表面及び端面に当接可能
な位置に形成されることが好ましい。
【００３０】
　図２は、本発明に係るワイパーブレードの包装容器を示す平面図で、（ａ）は、ワイパ
ーブレード１０が下部ケース２０内に包装されている状態を示す平面図で、（ｂ）は、上
部ケース３０とワイパーブレード１０が除去された後、下部ケース２０のみを示す平面図
である。
【００３１】
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　図２及び図５に示すように、第２固定突起２３は、第１固定突起２２と協力しながらフ
レーム１２を直線状態に維持する役割を行うと同時に、フレーム１２の両側端面に当接し
、フレーム１２の動きを制限する役割を行うことができる。
【００３２】
　このために、第２固定突起２３は、¬字状またはＬ字状に折り曲げられた折曲部２３ａ
を有することが好ましい。また、フレーム１２の末端を第２固定突起２３の折曲部２３ａ
に確実に位置できるように、折曲部２３ａのエッジに小さい凹溝部２３ｂを形成し、この
凹溝部２３ｂにフレーム１２の末端を弾性的に嵌め込んで結合することが好ましい。
【００３３】
　第２固定突起２３、すなわち、下部ケース２０は、一般的に包装容器などに多く使用さ
れるプラスチック素材からなり、このようなプラスチック素材は、自体的に弾性を有する
ので、凹溝部２３ｂにフレーム１２の末端を弾性的に結合することが可能である。
【００３４】
　一方、再び図１及び図２を参照すると、下部ケース２０に形成された収容部２１内には
、上述した第１固定突起２２及び第２固定突起２３の他にも、第１固定突起２２と協力し
ながらフレーム１２を嵌め込んで固定するための第３固定突起２４が形成される。
【００３５】
　第３固定突起２４は、フレーム１２を中心にして第１固定突起２２の反対側に形成され
、第１固定突起２２と第３固定突起２４は、交互に配置されるように形成されることが好
ましい。
【００３６】
　図面には、第１固定突起２２が２ケ所に形成され、第３固定突起２４が３ケ所に形成さ
れた場合を示しているが、これは例示的なものに過ぎなく、本発明が第１固定突起２２及
び第３固定突起２４の個数によって限定されることはない。
【００３７】
　上記のように、本発明によると、第１固定突起２２、第２固定突起２３及び第３固定突
起２４によってワイパーブレード１０のフレーム１２を固定している。
【００３８】
　また、図１及び図２に示すように、下部ケース２０の収容部２１内には、自動車のワイ
パーアームとの結合のためにワイパーブレード１０のアダプター１３に形成されている結
合穴１３ａに結合される結合突起２５が形成されることが好ましい。
【００３９】
　本発明によると、包装されたワイパーブレード１０の結合穴１３ａに下部ケース２０の
結合突起２５が挿入・結合された状態であるので、包装容器の開放時にワイパーブレード
１０が飛び出すことを防止することができる。
【００４０】
　図３、図６及び図７に示すように、結合突起２５は、アダプター１３を支持できるよう
に平らに突出されるベース部２５ａと、このベース部２５ａから略円筒状を有するように
突出され、アダプター１３に形成された結合穴１３ａに嵌め込まれる円筒状突出部２５ｂ
とを含むことができる。
【００４１】
　円筒状突出部２５ｂの末端には、アダプター１３との結合状態を確実に維持できるよう
に環状凸部２５ｃが形成されることが好ましい。円筒状突出部２５ｂがアダプター１３の
結合穴１３ａに嵌め込まれるとき、弾性変形される環状凸部２５ｃによって、結合された
アダプター１３が容易に離脱できなくなる。
【００４２】
　また、結合突起２５のベース部２５ａと円筒状突出部２５ｂとの連結部分には、図３の
（ｂ）、図５及び図６に示すように、円筒状突出部２５ｂの周囲のベース部２５ａが凹状
に陥没されてなる環状凹部２５ｄが形成される。
【００４３】
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　図面には、ワイパーブレード１０のアダプター１３に自動車のワイパーアームが挿入・
結合されるように結合穴１３ａが形成されており、包装容器の下部ケース２０には、この
結合穴１３ａに挿入可能な形状の結合突起２５が形成されている場合を示している。しか
しながら、アダプターに円状の結合穴が形成されていない形態のワイパーブレードの場合
にも、アダプターとの間で弾性的に結合され、このアダプターを固定可能な形状の結合突
起が包装容器の下部ケースに形成されるように本発明を変形することも可能である。
【００４４】
　一方、下部ケース２０の収容部２１の周囲には、上部ケース３０との結合のために収容
部２１の上端から水平方向に延長されるフランジ部２６が形成され、このフランジ部２６
上には、一つ以上の第１凹凸部２７が形成される。
【００４５】
　また、上部ケース３０の周囲には、第１凹凸部２７に相応する形状の第２凹凸部３１が
形成され、図７に示すように、これら第１凹凸部２７と第２凹凸部３１との間の結合を通
して下部ケース２０と上部ケース３０とが互いに組み立てられる。
【００４６】
　図７を参照すると、上部ケース３０の中央部分は上側に丸みを帯びた凸状になっている
が、この中央部分は、曲面状を有する代わりに、四角形状を有しながら凸状になるように
変形可能である。
【００４７】
　また、上部ケース３０が下部ケース２０と別個の部品で製造された後、下部ケース２０
に結合されることで、包装容器が完成される場合を例に挙げて説明したが、上部ケースが
下部ケースの一側に一体に連結されるように変形されることも可能である。この場合、上
部ケースを旋回することで、上部ケースと下部ケースとを互いに結合することができる。
【００４８】
　以上のように、本発明に係るワイパーブレードの包装容器を、例示された図面を参照し
て説明したが、本発明は、以上で説明された実施例及び図面によって限定されるものでな
く、特許請求の範囲内で本発明の属する技術分野で通常の知識を有する者によって多様な
修正及び変形が可能である。
【符号の説明】
【００４９】
１０　ワイパーブレード、１１　ワイパーストリップ、１２　フレーム、１３　アダプタ
ー、１３ａ　結合穴、２０　下部ケース、２１　収容部、２２　第１固定突起、２３　第
２固定突起、２３ａ　折曲部、２３ｂ　凹溝部、２４　第３固定突起、２５　結合突起、
２５ａ　ベース部、２５ｂ　円筒状突出部、２５ｃ　環状凸部、２５ｄ　環状凹部、２６
　フランジ部、２７　第１凹凸部、３０　上部ケース、３１　第２凹凸部
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